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概略   

 これまで、当研究グループでは、次世代シーケンサーを用いた遺

伝子単離技術としてMutMap法 (Abe et al.) やMutMap+法 (Rym et 

al.) などを確立してきた。本セミナーでは、MutMap法を中心に次

世代シーケンサーを用いた遺伝子単離技術の原理および解析上の注

意点を紹介する。また、MutMap法を利用して育成した耐塩性ひとめ

ぼれ「海神」(Takagi et al. )についても紹介する。 
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